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知　新　雑　二
一静　岡　　大石辰　次
我が・本の素人天鱗申すまでもなく専「5家の聞にまで期イi（・・　・・：／i：ll　Pj　t1
て居・静剛紬田町の篇観繍よ鋼千価の素人天嫁の見たい・・惣を
持つものN…Oである・島田町は現に束髄線の一蝉であり瑚娠・1、川
の川越・川留め理趣のロマンスを生んだ宿である潮蜘言己の朝顔・・鰍
井川の即断に高く立ち厭咄了を伽って居る・叉大井川1粁の主噸旛
は近年鰻掴せるも期には撒糊1の橋のみであった今でも今」蜘・・禍｝
記念…cは古殿の儘のチヨン麟こ肋武士が泌越川越の「t＄rdsd・，．，て，
遠近より見物牒り・伽の燥である・削字は川原躁札奉行斯の醜勘）
實物を棚徽鰍して見るものPよ騰の移りに驚くのである吠文に越隔
・者は世紀の足・蹴氣疎り止ヒの購の一waeikる毎蹴る鞭はさて措。
て，アマチュアの重鎭清水眞一氏の存在に必ずや思ひを向ける事である
篇槻継は町内近隣では嫡と呼甑難潟眞欄艘螢・れ・∫内
職耳蝉照る・神主清水氏S「k“「tjl｛1〈期より救暎味を持たれるを始め
として珈三の設蹴完成せられたのである・鋤には氏は町内のイ嚇・1鞭
髄欄され破詮贈名轍授・阻を招かれて・夏期言・1彦齢を隔れ，
糊の矢・灘級の開伽藍力を惜まれす・共の他醐“謀判の努加面白tj
伽及ぱざる所である・氏の業蹟は現在の敢眼らす瀦なるものである
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，氏は熱の人，努力の人，悔の人である．
氏力微への第．一』歩は故轍新畑士の奨めによるE’IIされて居る・ノ
るまで細鱗脚継都1E設備の完纈こ力麟さオ’・特に赤道腕蜘ク
1は企國醸醐観ざる（”・　・’E’・　bSk　A’る・氏肌ゆる加噸1石・な硝鞠又て
のぞまれ・先頃私淵jれたる折1端案されたる鱒式サ・グ・・を示さtlオ．
鰍鄭同家の魁根醐’こ灘ら三下よりコンクリートにて固めらtl，
」ta）高さ地1hより約3隅j弱・ド1ムは蒲鯉粥スラィヂング式にて軌。移
動し襯鋤はド固よ髄儀の北脈移るqld家は東髄の醐にあり）．」LI
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園は三三，厚きシ1トにて園まれ強風の防止，不要地上燈をさへぎられ観望に
も又至便である．町家は四方に密集し居るも防障地物を良く避けられ，晴夜は
●5等星以上を眼覗易々にて四：方の展望良きを加ふれば純田舎の私の槻望地より
上位である．南方は省線を越し大井川を渉り天下の名茶園牧の原の高原を東西
に眺める．氏日く「時々カノ1プスが牧の原にすれすれに通ります」と．同盛
の南天観測は恐らく東京，京都以上であらう．
　天界の現象は何時も條件が良いとは限らない．：先頃の下保彗星の撮影には町
内のノ’ンテナ線の篇るまで無理をされ，氏は斯る苦心をしみじみ語られた事も
ある．氏は此の地上の悪條件と苦戦しつS斯學界に幾多の材料を提供せられて
居るのである．
　同憂の設備に就て一言しよう．4吋，F12，赤道儀の主豪の爾側に3吋級同
型鳥眞レンズ2偶を連装されてある．接眼部には2平門物tZンズに40粍ケルナ
1アイピ1スを付けた極めて廣硯野ファインダ1あり，カメラ暗籍取付様式あ
り，赤道儀の脚部は鐵製ヤグラ式3脚柱に2町内鍛治屋の作りしものなる由．
極軸下の垂直桂は僅か北に傾斜して李均をとられ，氏の型式を脱せる考案は伺
はれて居る．同型赤道俄には揖重なる全：量を氏は時々こらされる．初代の天文
家山が粗末な器械で多くの蛮見を断行された事實は其の反面に並ならぬ努力と
三三を連想せしめるが如く，氏が不満の器を愛用して偉大なる結果を生んだの
は大なる訓戒と申される．皇軍が聖職に勝利するのは矢張精神である．藪萬の
費用を投ぜる設備も使用者に此の精祠1が無ければ紙製のテリスコ1プと大差な
V・澤である．ロ裡に捕はる一素人が書籍にて教はりつSも心にぴったり來ぬ．
然し此の一事を見ても大いに爽奮す可きである．生命の無い職業家のした所に
感ずる様な仕事はそう幾度も二二tc見えるものではない．氏は私の最近の金星
である．今まで多くの苦戦談を伺って居るが其の度に私は血湧き肉躍るの感を
受け自分に鞭靭iした．
　去る年當地に大流星があり．其の研究資料を集めるのに，花山の柴田理學士
と協力され，郡内郡外は勿論縣外までも手を延ばされて居る．其の結果は天界
二二により二者に報ぜられた．彗星，新星，小遊星，黒貼の観測には心血をそ
Sがれ，ダニエルの捜索談に到っては天文三昧境の極致である・（第283頁へ）
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平均氣溜が23。C，まことに佳み良V・所だ．
　遊びに來るなら此れからぼつぼつ秋がよい．早曉の親測をすませて，阿引の
演の河豚釣の味は，都人には分るまい．季節にも依るが何でも釣れる．小鯛，
’ちぬ鯛，キスゴ，こち，烏賊，さより，はぜ，でべら．まだある・かれい・い
つだこ．だが何と云っても河豚釣が最も面白く，年中大抵釣れてみる．何？，
河豚を食ったら死ぬ？，冗談じやない．自分が斯うして手料理で，ピンピンし
てみるのだから大丈夫！！河豚は煮湯てもよく，味嚇汁によく，チリ鍋なら更
によく，小河豚の刺身も仲々捨難いものだ．所謂ふぐのあばれ食ぴで，琵；琶湖
の鮒とは比較にならぬ．
　勢働もする，書は絡日暗室で，ビ1カ1と天秤と検温計と硝子板と取りくん
で，2，3度は木炭ガスの中毒で卒倒もした．そうして出來た○○が乾燥する迄
に，飯たき，木割り，洗濯，山の下まで水汲み，兎の世話もせねばならぬ，仲
々忙がしい．鶯も居るそうだが，こいつは聞えぬ．託クは少しもないとの事．
山兎も相當に居る．褐色の大きな奴が，夜中に観測所の構内迄襲撃して來て・
お蔭で野菓は目茶目茶にされ，といつが鎮みの種である．一番の苦手は水汲み
で・最初の頃は1回降りたらヘトヘトになり，何も幽來ない．字も書けない，
指先が震へる，息切れがする，心臓は弱い方らしい．昨今はもう大分馴れて，
1時間牛田re　4回降りて，毎日入浴もしてみる．山住ひで毎日の入浴は少し贅
漂な方だらう．（S．K生）
　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊
　（第279頁より）
民は再度グリツグ・スヶラップ彗星の捜索はアメリカに数日先んぜられたるも
掲立に二見されたるものである．
　下保彗星，岡林新星，五味彗星などは如何にも：貴重なる撮影を淺された事で
ある．天文月報は斯る断片をしばしば報告して居る・
　榮春ある正見，研究，努力を途行せられたる氏は自らに其の榮を麟せす・青
年の二二と理想に精進されつSある，
